
近畿大学工学部
近畿大学工学部では、地域性や専門性を
生かしたボランティア活動が特徴です。

紹介するのは「クリーンライフ・ボランティア同好会」。
高屋をはじめとした地元東広島で
多様な活動を続けています。

地域での活動・交流がたくさん！

クリーンライフ・
ボランティア同好会

地域の方との活動は

授業やバイトでは得ら
れない経験

広島国際大学
広島国際大学は、医療・福祉系の学部が

充実している特性を活かした
ボランティア活動が盛んです。
今回は「防災研究会」を紹介。

救急救命士を目指す大学での学びを活かした
活動を行っています。

実
際
の
救
護
の
現
場
に
ふ
れ

救
護
の
意
識
や
責
任
感
も
学
ぶ

活動を始めた頃は知識もありませんでした
が、先輩たちの活動を横で見て、次第にそ
れを自分の学習してきたこととリンクさせら
れるようになりました。救護所に来られる
方は健常な状態ではありませんが、その中
でコミュニケーションを取ること、方言の
ニュアンスを理解すること、側から見て体
調が悪そうな方はチームとして情報を共有
しておくことなど、今後、実際の救急救命の
現場でも役立つ経験を積めているのはあ
りがたいです。また、地域の方と関わる中
で、顔を覚えてもらい声をかけていただけ
るのもやりがいになります。

実際の活動の中で日頃の学びが深化する

防災研究会
　

救
急
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命
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識
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技
術
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。こ
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し
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中
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学
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外
に
も
実
際
の
救
護
現
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学
び
た
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い
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声
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ら
発
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し
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防
災
研
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害
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災
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あ
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生
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の
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。３
年
生

に
な
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と
学
外
で
の
実
習
が
始
ま
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ま
す
が
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２
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の
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に
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加
で
き
る
こ
と
は
大
き
な

経
験
と
な
り
、症
状
も
状
況
も
性
格
も
異
な
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。

　

平
成
15
年
、地
域
貢
献
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学
生
の
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的
実
践
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の
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目
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ー
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ラ
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フ
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ン
テ
ィ
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広
島
市
社
会
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協
議
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か
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の
募
集
を
中
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に
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々
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地
域
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屋
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課
後
児
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ラ
ブ
で
の
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支
援
、黒
瀬
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の
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掃
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つ
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で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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を
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に
高

屋
地
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に
あ
る
大
学
は
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畿
大
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工
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あ
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て
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。
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ン
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ー
の
参
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を
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す
る
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も
今
の
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者
な
ら
で
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。現
場
で
初
め
て
顔
を
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わ
せ
る
メ
ン
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も
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だ
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に
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ン
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ボ
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ン

テ
ィ
ア
活
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を
し
た
い
メ
ン
バ
ー
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集
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て
お
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、地

域
の
人
と
の
交
流
の
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で
、学
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生
活
や
ア
ル
バ
イ
ト

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
社
会
経
験
を
積
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で
い
ま
す
。

普段できないことをやってみようと本同好会に入
りました。地域の方と交流する中で、コミュニケー
ション能力が身についてきたと実感しています。
みんな授業やバイトがあるので、活動できるメン
バーがいない依頼は主将として心苦しいですが、
その分、対応した際に感謝されるとボランティア
冥利に尽きます。また、例えば建築学科なら、子
どもたちに建築技法を生かしたブロックの家を
つくってあげるなど、工学部ならではの視点は忘
れずに活動しています。今後は、高屋や大学内で
も盛り上がっているeスポーツに関する活動や、
また、私がロボティクス学科なので、子ども向け
のプログラミング教室も行ってみたいです。

DATA

浜田 隆久主将
近畿大学 工学部

人数：14名
kindai.hiro.vol@gmail.com

▼放課後児童クラブでの活動の様子。
ボードゲームで遊んだり、宿題をみてあ
げたり。弟妹と過ごすような時間です。

▼因島で開催された西日本学生トライア
スロン選手権では、防災研究会が主導と
なって他学科の学生にも声をかけ、多く
の学生がボランティアに参加しました。

◀工学部6学科のメンバーが
在籍している同好会。特に子ど
もたちとふれあう時間では、工学
部ならではの技術的な視点も
持ちながら活動しています。

た
そ
ら
る
中
の
体
有
の
あ
中 豊川 優弥部長

広島国際大学 保健医療学部

DATA
人数：18名
Instagram：
@hirokoku_bousai

◀災害の現場などで、いかに適
切な判断や手当てやができる
かを子どもたちが競う「こどもメ
ディカルラリー」にも演者として
参加。現役の消防隊員や医
師、看護師なども参加するた
め、普段どのように処置をしてい
るかを見聞きできるのも学生に
とって大きなメリットです。

ボランティアのご相談・ご依頼は、メールにてお気軽にお問い合わせください。

防災研究会
Instagram

保健医療学部
救急救命学科
Instagram


